
教
化
研
究
会
議
十
八
年
の
歩
み

新

聞

智

照

(
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
顧
問
)

宗
門
の
一
般
教
師
か
ら
、
「
も
の
好
き
が
集
っ
て
何
か
し
て
い
る
」
と
い
う
程
度
に
見
ら
れ
て
い
た
教
研
会
議
(
教
化
研
究
会
議
)
が
、
今

で
は
全
国
十
教
区
で
毎
年
開
催
さ
れ
、
宗
門
の
伝
道
教
化
態
勢
を
作
り
出
し
て
ゆ
く
原
動
力
に
ま
で
成
長
し
た
、
そ
の
十
八
年
の
軌
跡
を

追
っ
て
み
よ
う
。

ま
ず
現
宗
研
が
う
ま
れ
た

昭
和
二
十
年
終
戦
。
戦
後
の
社
会
変
動
の
中
で
、
時
代
に
即
応
し
た
教
団
の
あ
り
方
が
求
め
ら
れ
、
戦
争
へ
の
反
省
に
立
っ
て

「
立
正

平
和
運
動
」
等
が
始
め
ら
れ
た
。
し
か
し
昭
和
二
十
̃
三
十
年
代
は
、
各
寺
院
は
戦
後
の
復
興
護
持
に
追
わ
れ
、
宗
政
に
は
諸
問
題
が
山

積
し
、
創
価
学
会
へ
の
対
応
も
ゆ
る
が
せ
に
で
き
ず
、
宗
門
が
よ
う
や
く
安
定
し
て

「
現
代
に
生
き
る
伝
道
宗
門
の
あ
り
方
」

を
求
め
る

大
き
な
流
れ
が
で
き
る
の
は
、
昭
和
四
十
年
代
に
入
っ
て
か
ら
と
い
え
よ
う
。
そ
の
源
流
に
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
(
現
宗
研
)
の
設
立

が
あ
る
。

昭
和
三
十
七
年
三
月
、
日
蓮
宗
第
十
一
宗
会
(
当
時
、
加
賀
美
白
総
宗
務
総
長
)

に
お
い
て
、
長
谷
川
正
徳
議
員
(
現
在
、
現
宗
研
所
長
)

よ
り

「
教
学
布
教
研
究
所
」

設
立
案
が
建
議
提
出
さ
れ
、
現
代
に
お
け
る
布
教
と
そ
の
教
学
面
の
研
究
が
要
望
さ
れ
た
。
同
年
十
二
月
、

設
立
審
議
委
員
会
が
開
か
れ
、
名
称
・
規
程
等
審
議
さ
れ
た
。

翌
三
十
八
年
三
月
、
第
十
三
宗
会
(
金
子
日
威
総
長
)

に
お
い
て
、
仮
称
「
現
代
宗
教
研
究
所
」
設
置
準
備
費
を
計
上
、
翌
年
一
月
ま
で
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に
七
回
の
準
備
委
員
会
を
重
ね
、
現
宗
研
調
査
報
告
書
(
庶
民
に
お
け
る
日
蓮
像
、
日
蓮
宗
寺
院
実
態
調
査
、
日
蓮
宗
社
会
事
業
実
態
調
査
等
)

を
発
表
し
た
。

昭
和
三
十
九
年
三
月
、
第
十
四
宗
会
(
金
子
総
長
)
に
お
い
て
「
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
」
設
置
を
可
決
、
初
代
所
長
に
久
保
田
正
文

師
が
就
任
、
研
究
部
・
調
査
部
・
庶
務
部
を
置
き
、
「
諸
宗
教
の
実
態
を
調
査
、
本
宗
教
学
の
現
代
的
解
明
と
時
代
に
適
応
す
る
信
行
及
び

布
教
体
系
の
確
立
に
寄
与
す
る
」

こ
と
を
目
的
と
し
て
発
足
し
、
四
月
に
顧
問
会
を
開
い
て
事
業
計
画
を
決
め
た
。

お
り
し
も
護
法
運
動
は
じ
ま
る

現
宗
研
発
足
の
八
カ
月
後
、
昭
和
三
十
九
年
十
二
月
就
任
の
片
山
日
幹
宗
務
総
長
は
、
翌
四
十
年
三
月
、
第
十
七
宗
会
に
お
い
て
、
宗

門
の
危
機
を
打
開
す
る
道
と
し
て

「
護
法
会
」
制
度
を
提
唱
、
一
年
間
の
調
査
・
研
究
の
の
ち
翌
四
十
一
年
三
月
、
第
十
八
宗
会
の
決
議

に
よ
り
護
法
運
動
本
部
が
設
置
さ
れ
、
「
護
法
運
動
」

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

こ
の
護
法
運
動
の
第
一
次
三
力
年
計
画
(
昭
和
四
十
一
̃
四
十
三
年
、
趣
旨
徹
底
←
運
動
普
及
←
運
動
拡
充
)
の
期
間
は
、
現
宗
研
に
と
っ
て

は
、
す
で
に
一
歩
先
ん
じ
て
、
護
法
運
動
の
内
容
を
先
取
り
し
て
活
動
を
展
開
し
て
い
る
時
期
で
、
多
彩
な
調
査
・
研
究
を
行
い
つ
つ
、

『
伝
道
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

や
現
宗
研
「
所
報
」
等
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
刊
行
し
、
護
法
運
動
三
年
目
に
あ
た
る
昭
和
四
十
三
年
に
、
第
一
回
日

蓮
宗
教
化
研
究
会
議
開
催
に
い
た
る
の
で
あ
る
。

の
ち
に
、
護
法
運
動
(
と
そ
の
発
展
の
護
法
統
一
信
行
)
と
教
研
会
議
は
車
の
両
輪
と
い
わ
れ
る
が
、
教
化
研
究
会
議
(
教
研
・
教
研
会
議
)

の
開
催
と
そ
の
全
国
的
展
開
と
は
、
一
つ
に
は
現
宗
研
あ
っ
て
こ
そ
、
そ
の
発
想
と
リ
ー
ド
に
よ
り
実
現
し
た
の
で
あ
る
が
、
他
方
で
は
、

護
法
運
動
が
全
国
に
波
及
し
て
い
く
中
で
、
地
方
の
個
々
の
教
師
の
宗
門
意
識
が
触
発
さ
れ
、
全
宗
門
レ
ベ
ル
で
の
布
教
・
伝
道
の
あ
り

方
を
考
え
る
と
い
う
反
応
が
起
き
て
き
た
の
を
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
つ
か
ま
え
て
組
織
化
し
、
大
き
な
力
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
い

う
側
面
も
あ
っ
た
。
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教
化
研
究
会
議
の
は
じ
ま
り

昭
和
四
十
三
年
九
月
十
・
十
一
日
、
現
宗
研
(
当
時
、
茂
田
井
教
亨
所
長
)

の
企
画
に
よ
り
、
宗
務
院
に
て

「
日
蓮
宗
教
化
研
究
会
議
」

が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
目
的
を
大
づ
か
み
に
い
え
ば
、
片
山
総
長
が
開
会
式
挨
拶
で
の
べ
た
よ
う
に
、
「
護
法
運
動
を
全
国
的
に
展
開
し
て

い
る
が
、
こ
の
運
動
に
と
っ
て
も
新
し
い
教
化
活
動
の
推
進
体
制
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
「
現
在
か
ら
将
来
へ
わ
た
る
教
化
活
動
に
つ
い

て
、
衆
智
を
集
め
て
討
議
を
し
た
い
と
い
う
会
議
」

で
あ
り
、
茂
田
井
所
長
の
趣
旨
説
明
に
よ
る
と
三
つ
の
開
催
理
由
が
あ
り
、

①

全
国
各
地
の
布
教
伝
道
の
実
態
を
把
握
し
、
資
料
を
整
え
た
い
。

②

横
の
連
絡
が
充
分
で
な
い
の
で
、
各
分
野
の
方
々
の
交
流
に
よ
り
、
よ
り
有
効
な
伝
道
活
動
に
す
る
。

③

宗
義
の
簡
明
化
が
宗
会
で
承
認
さ
れ
、
「
宗
義
大
綱
」

が
制
定
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
基
礎
に
布
教
す
る
に
は
、
教
研
会
議
を
開

き
、
今
日
の
場
で
そ
れ
が
ど
う
生
き
る
か
の
討
議
が
必
要
。

と
い
う
こ
と
で
、
伝
道
宗
門
へ
の
体
質
改
善
を
め
ざ
す
護
法
運
動
が
、
第
三
年
目
、
地
方
で
実
動
に
入
っ
た
(
護
法
大
会
な
ど
が
開
か
れ
出

す
)

こ
の
年
、
「
布
教
伝
道
教
化
の
問
題
点
を
探
り
、
現
代
の
伝
道
の
あ
り
か
た
を
求
め
る
研
究
と
交
流
が
必
要
で
あ
る
」

と
の
見
地
か

ら
、
全
国
に
呼
び
か
け
て
、
第
一
回
の
教
研
会
議
が
、
手
さ
ぐ
り
の
中
で
開
か
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
内
容
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

I

記
念
講
演
「
伝
道
の
精
神
」
茂
田
井
所
長

H

問
題
提
起

(
十
人
の
教
師
に
よ
る
)

①

宗
門
に
お
け
る
教
化
活
動
の
現
状
と
今
後
の
あ
り
方

②

宗
門
に
お
け
る
新
聞
・
雑
誌
の
役
割
と
運
用

③

行
法
教
化

④

面
接
技
術
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⑤

文
書
伝
道

⑥

視
聴
覚
伝
道

⑦

音
楽
伝
道

⑧

新
興
宗
教
の
組
織
か
ら
学
ぶ
も
の
と
批
判
す
る
も
の

⑨

都
市
に
お
け
る
伝
道
の
諸
問
題

⑩

農
村
に
お
け
る
伝
道
の
諸
問
題

Ⅲ

各
地
布
教
の
現
状
報
告

(
六
人
の
教
師
に
よ
る
)

北
海
道
・
秋
田
県
・
新
潟
県
・
神
奈
川
県
・
岐
阜
県
・
岡
山
県

Ⅳ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
青
少
年
教
化
と
青
年
運
動
に
つ
い
て
」

(
五
人
の
教
師
に
よ
る
)

①
一
般
寺
院
の
信
徒
青
年
会
の
も
ち
方

②

青
年
心
理
と
教
化
の
実
際
に
つ
い
て

③

社
会
教
育
と
宗
門
教
化

④

学
校
教
育
と
宗
門
教
育

⑤

宗
門
組
織
と
青
年
会
運
動

Ⅴ

討

論

(
七
回
に
分
け
て
活
発
な
討
論
を
し
た
)

約
百
名
の
参
加
で
、
は
じ
め
て
の
こ
と
と
て
、
内
容
は
総
花
的
な
提
示
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
そ
の
後
の
教
研
活
動
で
と
り
あ
げ
ら
れ
追

求
さ
れ
る
多
く
の
テ
ー
マ
や
部
門
を
含
み
、
現
代
の
宗
門
の
伝
道
・
教
化
の
問
題
点
が
浮
き
ぼ
り
に
さ
れ
た
感
が
あ
っ
た
。
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熱
い
反
応

-
下
か
ら
も
り
あ
が
る
教
研
へ

-

全
国
よ
り
参
加
し
た
布
教
現
場
の
教
師
に
と
っ
て
、
こ
の
第
一
回
教
研
は
、
心
に
清
新
な
希
望
の
灯
を
と
も
し
た
。
意
見
・
感
想
を
求

め
る
ア
ン
ケ
ー
ト
が
参
加
者
に
送
ら
れ
、
二
十
六
名
が
熱
意
の
こ
も
っ
た
回
答
を
寄
せ
た
。
批
判
も
含
ま
れ
る
が
、
今
後
の
継
続
を
全
員

が
熱
心
に
要
望
し
た
。
当
時
の
筆
者
の
言
葉
で
い
え
ば
、
こ
の
教
研
は
、
「
酸
素
の
欠
乏
し
た
室
に
窓
が
開
か
れ
、
清
新
な
空
気
が
流
れ
こ

ん
で
き
た
よ
う
な
感
動
」

で
あ
っ
た
。

要
望
に
こ
た
え
て
翌
四
十
四
年
、
第
二
回
教
研
を
企
画
す
る
に
当
っ
て
、
現
宗
研
(
宮
崎
英
修
所
長
)
は
適
切
な
方
策
を
と
っ
た
。
現
宗

研
お
よ
び
東
京
近
辺
の
人
々
に
よ
っ
て
の
み
運
営
す
る
の
で
な
く
、
熱
心
な
感
想
と
批
評
を
寄
せ
た
参
加
者
有
志
と
、
全
国
に
散
在
す
る

活
動
的
布
教
師
を
教
研
運
営
委
員
に
委
嘱
し
、
現
場
の
教
師
の
声
を
反
映
し
、
下
か
ら
の
も
り
あ
が
る
力
で
、
第
二
回
以
下
の
教
研
会
議

を
開
催
し
た
の
で
あ
っ
た
。
第
三
回
以
降
、
開
催
実
務
は
教
務
部
、
内
容
運
営
は
現
宗
研
の
分
担
で
宗
門
行
事
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
第
五

回
ま
で
会
場
は
宗
務
院
、
そ
の
後
は
池
上
本
門
寺
、
二
回
の
み
身
延
で
開
か
れ
た
。

肩
書
ぬ
き
で
自
由
に
語
り
あ
え
る
会

思
え
ば
宗
門
に
は
、
所
長
会
議
・
三
会
長
会
議
を
は
じ
め
、
役
職
の
立
場
か
ら
行
政
事
務
レ
ベ
ル
で
交
流
す
る
会
議
は
あ
っ
た
が
、
肩

書
ぬ
き
の

「
一
人
の
日
蓮
宗
教
師
」

と
し
て
の
資
格
の
み
で
、
「
布
教
教
化
そ
の
も
の
を
論
じ
あ
う
」
集
会
は
な
か
っ
た
。

あ
る
い
は
中
央
講
習
会
の
よ
う
に
、
専
門
家
や
ベ
テ
ラ
ン
の
講
義
を
一
方
通
行
で
受
講
、
研
修
す
る
機
会
は
あ
っ
て
も
、
教
師
お
た
が

い
が
布
教
の
本
質
、
布
教
の
方
策
と
反
省
を
語
り
あ
い
、
討
議
し
あ
う
集
会
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

教
研
会
議
は
、
そ
の
盲
点
を
み
ご
と
に
つ
い
た
。
教
研
の
魅
力
は
、
教
化
を
考
え
る
教
師
が
、
肩
書
ぬ
き
で
だ
れ
で
も
参
加
、
発
言
で

き
る
こ
と
と
、
自
分
の
思
っ
て
い
る
こ
と
を
自
由
に
語
れ
て
、
し
か
も
他
の
地
域
の
教
師
と
交
流
で
き
る
点
で
あ
る
。
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中
に
は
、
た
ま
た
ま
一
度
だ
け
参
加
し
て
、
自
分
の
か
か
え
て
い
る
問
題
点
と
そ
の
場
の
議
論
が
交
差
せ
ず
、
「
何
も
得
る
と
こ
ろ
が
な

く
、
つ
ま
ら
な
か
っ
た
」

と
い
う
人
も
な
く
は
な
い
が
、
回
数
を
重
ね
て
参
加
す
る
多
く
の
教
師
は
、
出
席
す
る
ご
と
に
収
穫
が
あ
り
、

自
分
の
日
常
の
布
教
姿
勢
を
反
省
し
、
布
教
実
施
に
生
か
せ
る
こ
と
大
で
あ
る
、
と
語
り
合
っ
た
も
の
で
あ
る
。

地
域
教
研
を
は
じ
め
た
東
北
と
近
畿

教
研
開
催
が
三
年
目
に
入
っ
た
昭
和
四
十
五
年
五
月
、
秋
田
市
で
は
じ
め
て
の
地
域
教
研
、
第
一
回
東
北
教
研
会
議
が
開
か
れ
た
。
東

北
農
村
の
生
活
と
、
特
色
あ
る
信
仰
習
慣
を
ふ
ま
え
た
、
地
域
の
実
情
に
根
ざ
し
た
、
そ
の
地
域
の
教
師
の
教
化
研
究
で
あ
る
。

さ
ら
に
翌
年
、
宗
祖
降
誕
七
五
〇
年
慶
讃
に
宗
門
意
識
が
高
ま
っ
た
昭
和
四
十
六
年
七
月
、
古
い
歴
史
を
持
ち
、
都
市
と
農
村
が
近
接

し
て
い
る
近
畿
地
区
で
、
第
一
回
近
畿
教
研
が
開
か
れ
る
や
、
地
域
教
研
は
中
央
教
研
と
相
補
う
重
要
な
意
義
を
も
つ
こ
と
が
、
だ
れ
の

目
に
も
明
か
に
な
っ
て
き
た
。

①

地
理
的
時
間
的
に
、
中
央
教
研
の
十
倍
の
教
師
が
参
加
で
き
る
。

②

地
域
の
実
情
を
ふ
ま
え
、
足
が
地
に
つ
い
た
論
議
が
で
き
る
。

③

大
き
な
方
向
を
見
誤
ら
な
い
よ
う
、
中
央
教
研
と
交
流
で
き
る
。

こ
う
し
て
数
年
、
中
央
・
東
北
・
近
畿
の
三
つ
の
教
研
は
回
数
を
重
ね
て
い
く
。
中
央
教
研
で
は
、
「
都
市
化
に
対
応
す
る
伝
道
」

「
青

少
年
教
化
」

「
文
書
伝
道
」

「
公
害
問
題
へ
の
対
処
」

な
ど
、
多
く
の
テ
ー
マ
が
継
続
的
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
東
北
教
研
は
回
数
が
伸
び

な
や
ん
だ
が
、
近
畿
教
研
は
地
理
的
に
ま
と
ま
り
が
よ
く
寺
院
数
も
多
い
利
点
が
あ
っ
て
、
毎
年
の
開
催
地
を
十
二
管
区
も
ち
ま
わ
り
に

し
な
が
ら
、
す
っ
か
り
定
着
し
た
。

お
り
か
ら
、
宗
祖
降
誕
七
五
〇
年
に
就
任
し
た
渡
部
公
允
宗
務
総
長
は
「
護
法
統
一
信
行
」
を
提
唱
し
、
昭
和
四
十
七
年
『
信
行
必
携
』

が
発
行
さ
れ
た
が
、
近
畿
教
研
で
は
早
く
も
翌
四
十
八
年
に
そ
の
実
施
経
験
を
持
ち
よ
っ
て
、
統
一
信
行
を
綿
密
に
分
析
、
検
討
し
、
そ
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の
報
告
が
さ
ら
に
次
の
中
央
教
研
で
行
わ
れ
る
な
ど
の
こ
と
も
あ
っ
た
。

教
研
会
議
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
る

「
教
化
セ
ン
タ
ー
」
構
想
も
、
近
畿
で
第
二
回
よ
り
語
り
合
わ
れ
、
教
化
交
流
の
セ
ン
タ
ー
網
を

設
置
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
教
研
を
運
営
す
る
な
ど
、
近
畿
は
教
研
の
モ
デ
ル
地
域
と
な
っ
て
い
っ
た
。

教
研
か
ら
生
ま
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
委
員
会

「
教
化
活
動
に
宗
門
と
し
て
の
布
教
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
(
教
程
)
が
な
い
の
は
お
か
し
い
」
と
、
三
田
村
竜
全
師
が
問
題
提
起
し
た
の
は
昭

和
四
十
四
年
、
第
二
回
中
央
教
研
で
あ
っ
た
。
た
ち
ま
ち
賛
同
を
集
め
、
重
要
問
題
と
し
て
第
三
・
四
回
と
継
続
討
議
し
、
内
局
に
要
望

す
る
と
と
も
に
、
教
研
会
議
自
身
が
こ
れ
を
研
究
し
作
成
し
て
い
こ
う
と
決
議
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
、
現
宗
研
(
中
濃
教
篤
所
長
)
は
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
委
員
会
を
設
け
、
十
月
第
一
回
委
員
会
を
開
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
重
要
さ
は
護
法
統
一
信
行
の
実
動
に
入
っ
た
ば
か
り
の
渡
部
内
局
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
翌
四
十
八
年
宗
制
に

規
程
制
定
さ
れ
、
教
務
部
所
管
の
委
員
会
と
な
っ
た
。
五
月
に
あ
ら
た
め
て
第
一
回
委
員
会
が
開
か
れ
、
教
研
会
議
が
論
じ
て
い
た
布
教

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
必
要
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
教
師
育
成
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
焦
眉
の
急
と
の
強
い
要
望
が
あ
り
、
三
田
村

委
員
長
以
下
、
ま
ず
信
行
道
場
教
育
の
検
討
に
入
っ
た
。

昭
和
五
十
三
年
二
月
、
『
信
行
道
場
読
本
』

を
刊
行
し
た
の
を
は
じ
め
、
信
行
道
場
・
僧
風
林
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
、
さ
ら
に
現
在
、

布
教
研
修
所
や
信
徒
教
化
の
た
め
の
教
師
用
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
め
ざ
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
仕
事
は
教
研
会
議
の
中
か
ら
生
ま
れ
、
ま

た
た
え
ず
教
研
会
議
の
中
で
も
平
行
し
交
差
し
て
討
議
し
っ
づ
け
ら
れ
て
き
て
い
る
。

全
国
十
宗
務
区

(
教
区
)

へ
の
ひ
ろ
が
り

昭
和
四
十
九
年
、
宗
祖
七
百
遠
忌
報
恩
奉
行
会
が
発
足
し
た
。
こ
の
年
の
第
七
回
中
央
教
研
は
閉
会
に
あ
た
り
「
宣
言
」

を
採
択
し
、
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現
代
の
社
会
的
諸
問
題
を
直
視
し
て
教
化
に
と
り
く
み
、
護
法
統
一
信
行
と
教
研
会
議
を
車
の
両
輪
と
し
て
進
め
、
つ
ぎ
の
五
つ
の
努
力

目
標
を
定
め
る
と
宣
言
し
た
。

①

七
百
遠
忌
を
め
ざ
し
全
国
十
宗
務
区
で
地
域
教
研
を
開
い
て
い
こ
う
。

②

宗
務
区
・
管
区
内
に

「
教
化
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
て
い
こ
う
。

③

教
師
間
の
自
由
な
教
化
交
流
の
た
め
、
私
た
ち
の
手
で
教
化
交
流
誌
を
発
行
し
て
い
こ
う
。

④

地
域
に
自
主
的
な
学
習
研
究
と
実
修
の
場
を
つ
く
り
研
修
を
す
す
め
て
い
こ
う
。

⑤

過
去
の
遠
忌
奉
行
を
反
省
し
、
七
百
遠
忌
へ
の
「
教
化
活
動
七
力
年
計
画
」
を
作
成
、
「
七
百
遠
忌
全
国
教
研
集
会
」
を
め
ざ
そ

う
○

こ
の
宣
言
を
受
け
て
、
す
べ
て
の
宗
務
区
(
現
在
で
は
教
区
)
で
教
研
会
議
を
開
催
し
ょ
う
と
の
声
が
高
ま
り
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
教
化

研
究
会
議
の
し
お
り
八
開
八
答
」
も
昭
和
四
十
九
年
三
月
に
発
行
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
地
域
で
準
備
が
始
め
ら
れ
た
。
図
表
に
あ
る
よ
う

こ
、

I
l
‖
‥
○
○
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昭
和
四
十
三
年
度

〃

四
十
五
年
度

〃

四
十
六
年
度

〃

四
十
九
年
度

〃

五

十
年
度

細
り
り

昭
和
五
十
一
年
度

患
細
り

細
り

中
央
教
研
は
じ
ま
る

東
北
教
研

〃

近
畿
教
研

〃

関
東
教
研

〃

中
部
教
研

〃

京
浜
教
研

〃

中
四
国
教
研

〃

山
静
教
研

〃



教化研究会議開催の年度・回数・会場地一覧表

(
会
場
地
(

)
は
府
県
名
、
そ
の
他
は
霊
跡
又
は
市
名
)

(
院
=
宗
務
院
)

年 中 京 関 山 中 北 近 

中 四 国 

九 東 

北 海 道 度 央 浜 東 静 部 陸 畿 州 北 

43 

1 院 

44 

2 院 

45 

3 院 1 秋田 

46 

4 院 1 大阪 

47 

5 院 2 京都 2 福島 

48 

6 池上 3 尼崎 

49 

7 池上 1 (栃木) 4 奈良 3 盛岡 

50 
8 1 2 1 5 

池上 池上 小湊 名古屋 和歌山 

51 
9 2 3 1 2 6 1 

池上 池上 (群馬) 岩本 名古屋 近江八幡 福山 

52 
10 3 4 2 7 2 1 

池上 東京 銚子 甲府 堺 徳島 函館 

53 
11 4 5 3 3 8 3 2 

池上 東京 飯能 伊東 小牧 京都 岡山 釧路 

54 
12 5 6 4 4 9 4 1 4 3 

身延 竜口寺 千葉 (山梨) 岐阜 姫路 鳥取 福岡 (宮城) 室蘭 

55 
13 6 7 5 5 10 5 2 4 

池上 横浜 水戸 浜松 松本 豊岡 松山 玉名 旭川 

56 
14 7 6 6 11 3 5 

池上 厚木 (山梨) 桑名 高槻 大分 小樽 

57 
15 8 8 7 12 6 4 6 

池上 東京 木更津 (静岡) (大阪) 松江 宮崎 帯広 

58 
16 9 

」ヒ 南 申 静 
7 13 7 5 7 

l窒 
l 身延 池上 

+臆◆一 高 

岡崎 大阪 下関 福岡 札幌 

59 
17 10 

」ヒ 南 巾 紳 
8 1 14 8 6 8 

醤 悠 

′二二三プ 

池上 墨田区 
○) l軍 

名古屋 金沢 京都 高知 佐賀 旭川 

60 
18 11 

′化 南 申 静 
9 2 15 9 7 5 9 

葦 士 池上 横浜 一宮 新潟 西宮 高松 長崎 花巻 函館 



昭
和
五
十
二
年
度

北
海
道
教
研
は
じ
ま
る

〃

五
十
四
年
度

九
州
教
研

〃

〃

五
十
九
年
度

北
陸
教
研

〃

と
、
十
年
を
か
け
て
全
十
教
区
開
催
へ
ひ
ろ
が
っ
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
毎
年
開
催
の
努
力
を
つ
づ
け
て
い
る
。
た
だ
し
地
域
の
特
性
に

ょ
っ
て
、
昭
和
五
十
八
年
度
よ
り
、
関
東
は
北
関
東
と
南
関
束
(
千
葉
県
)
に
、
山
静
は
山
梨
県
と
静
岡
県
に
、
二
分
し
て
並
行
し
て
開
催

す
る
形
を
と
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
教
区
教
研
の
下
で
、
県
単
位
・
管
区
単
位
の
教
研
も
随
時
開
か
れ
る
例
も
出
て
い
る
。

各
教
研
は
五
十
̃
二
百
名
程
度
の
参
加
者
で
、
平
均
百
名
前
後
の
印
象
で
あ
る
か
ら
、
い
ま
や
年
々
に
一
千
名
の
教
師
が
教
研
に
集
ま

り
、
真
剣
に
布
教
・
伝
道
・
教
化
に
つ
い
て
語
り
あ
う
と
い
う
、
過
去
の
宗
門
史
に
な
い
時
期
を
迎
え
た
こ
と
に
な
る
。

交
流
資
料
誌
「
教
化
の
友
」

を
刊
行

年
に
一
度
の
教
研
会
議
の
み
で
は
交
流
の
機
会
が
少
な
す
ぎ
る
、
常
時
お
た
が
い
に
教
化
資
料
や
体
験
を
交
流
し
よ
う
、
そ
の
た
め
の

機
関
誌
を
出
そ
う
、
と
の
願
い
が
実
現
し
た
の
も
、
教
研
飛
躍
の
年
、
昭
和
五
十
年
で
あ
る
。
前
年
の
第
七
回
教
研
宣
言
の
実
行
で
あ
る

が
、
創
刊
号
は
A
5
判
二
十
四
頁
、
編
集
は
現
宗
研
と
教
化
の
友
編
集
委
員
会
(
教
研
運
営
委
員
会
)
で
、
発
行
責
任
者
は
「
教
化
研
究
友

の
会
(
購
読
者
)
」
 
、
代
表
と
し
て
横
山
邦
雄
師
(
現
在
は
貝
山
宣
昭
師
)
、
発
行
事
務
所
は
貝
山
宣
昭
師
(
現
在
は
吉
橋
勝
寛
師
)
と
し
て
、
一

カ
年
一
五
〇
〇
円
、
四
回
発
行
を
目
標
に
刊
行
さ
れ
た
。
昭
和
六
十
年
二
月
に
第
三
十
五
号
が
発
行
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
年
平
均
三
・
五

号
出
し
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

創
刊
行
は
「
私
は
こ
う
し
て
檀
信
徒
を
導
い
た
」
の
特
集
を
組
み
、
他
に
「
私
の
五
分
間
法
話
」

「
時
事
と
教
化
」

「
ご
遺
文
解
説
」

「
掲

示
資
料
例
」

「
教
研
ニ
ュ
ー
ス
」
等
の
欄
が
あ
る
。

第
二
号
以
下
の
編
集
ス
タ
イ
ル
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
「
ハ
ガ
キ
伝
道
実
例
集
」
「
法
要
式
具
の
解
説
」
「
信
行
会
の
つ
く
り
方
生
か
し
方
」
「
青
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少
年
林
間
学
校
用
テ
キ
ス
ト
」
等
、
具
体
的
な
布
教
教
材
・
資
料
が
多
く
、
喜
ん
で
迎
え
ら
れ
た
。
ほ
と
ん
ど
三
十
頁
以
内
の
さ
さ
や
か

な
も
の
で
あ
る
が
、
教
研
会
議
が
こ
れ
を
生
み
出
し
、
全
国
の
数
百
名
の
教
師
が
「
自
分
た
ち
の
手
で
自
分
た
ち
の
本
を
」

と
の
自
発
の

意
志
で
刊
行
を
支
え
た
の
で
あ
っ
た
。

発
行
所
の
他
に
、
東
北
(
秋
田
)
・
関
東
(
栃
木
)
・
近
畿
(
兵
庫
)

の
各
教
化
交
流
セ
ン
タ
ー
に
三
支
局
が
設
け
ら
れ
、
担
当
地
域
の
発

送
と
集
金
が
行
わ
れ
た
が
、
七
年
後
昭
和
五
十
七
年
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
に
よ
り
発
行
所
に
事
務
を
一
本
化
し
、
支
局
事
務
は
停
止

し
た
。
当
時
、
筆
者
は
西
日
本
支
局
を
担
当
し
て
い
た
が
、
近
畿
・
中
四
国
・
九
州
で
約
三
百
名
の
会
員
が
あ
り
、
こ
れ
は
寺
院
数
の
約

二
〇
%
で
あ
っ
た
。
教
研
活
動
の
ひ
ろ
が
り
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、
発
行
が
定
期
的
に
ス
ム
ー
ズ
に
い
か
ず
、
グ
ン
ゴ
運
転

な
ら
ぬ
タ
ン
ゴ
刊
行
に
な
り
や
す
か
っ
た
の
は
、
奉
仕
ス
タ
ッ
フ
の
多
忙
を
思
え
ば
止
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

な
お
、
毎
号
に
一
貫
し
て
、
発
行
の
目
的
三
ヵ
条
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

わ
れ
ら
教
化
の
友

-
三
つ
の
誓
い

一
、
教
化
の
友
は
、
教
化
活
動
に
と
り
く
ん
で
い
る
全
国
の
日
蓮
宗
教
師
が
交
流
し
あ
い
、
連
帯
を
深
め
る
た
め
に
発
行
し
ま
す
。

一
、
教
化
の
友
は
、
教
化
活
動
の
経
験
や
、
資
料
を
紹
介
し
あ
い
、
だ
れ
で
も
、
い
つ
で
も
活
用
で
き
る
教
化
交
流
セ
ン
タ
ー
づ
く

り
を
め
ざ
す
た
め
に
発
行
し
ま
す
。

一
、
教
化
の
友
は
、
教
化
研
究
会
議
の
活
動
と
方
向
を
知
ら
せ
、
教
化
研
究
を
日
常
化
さ
せ
る
パ
イ
プ
を
強
め
る
た
め
に
発
行
し
ま

す
。

教
化
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
へ

教
団
の
単
位
組
織
と
し
て
の
各
個
寺
院
は
、
当
然
一
つ
一
つ
教
化
の
セ
ン
タ
ー
的
存
在
で
あ
る
べ
き
は
諭
を
ま
た
な
い
が
、
宗
門
全
体

と
し
て
教
化
活
動
を
進
め
る
う
え
で
、
お
の
ず
か
ら
地
区
・
管
区
・
教
区

(
宗
務
区
)
・
宗
務
院
等
に
、
教
化
に
関
す
る
資
料
を
蓄
積
、
保
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存
し
、
求
め
に
応
じ
て
情
報
を
提
供
し
、
教
研
会
議
等
の
企
画
・
運
営
も
す
る
交
流
セ
ン
タ
ー
が
必
要
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
が
発

展
し
て
立
派
な
設
備
と
専
従
員
を
も
つ
本
格
的
な
セ
ン
タ
ー
に
ま
で
成
長
す
れ
ば
申
し
分
な
い
が
、
と
り
あ
え
ず
は
設
備
(
専
用
の
建
物
)

が
な
く
て
も
、
資
料
保
存
と
交
流
の
核
と
な
る
人
と
機
能
が
求
め
ら
れ
る
。

「
教
化
の
協
同
化
・
組
織
化
が
必
要
」

と
以
前
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
教
研
会
議
で
の
問
題
提
起
と
し
て
は
、
昭
和
四
十
六
年
、

第
四
回
で
筆
者
が
「
教
化
セ
ン
タ
ー
が
必
要
」

と
提
起
し
た
の
が
最
初
だ
っ
た
と
記
憶
す
る
。
セ
ン
タ
ー
構
想
は
教
研
会
議
の
中
か
ら
生

ま
れ
、
今
ま
で
継
続
し
て
検
討
さ
れ
つ
づ
け
て
き
た
。

近
畿
教
研
で
は
、
早
く
も
昭
和
四
十
七
年
第
二
回
の
席
で
、
期
せ
ず
し
て
「
セ
ン
タ
ー
が
要
る
」
の
声
が
数
人
か
ら
(
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
メ

ー
ジ
で
)
あ
が
り
、
翌
四
十
八
年
第
三
回
教
研
の
席
で
「
近
畿
教
化
セ
ン
タ
ー
」
設
置
が
決
議
さ
れ
た
。
さ
ら
に
宗
務
区
内
十
二
管
区
に
管

区
セ
ン
タ
ー
を
設
け
て
セ
ン
タ
ー
網
と
し
、
後
に
規
約
を
定
め
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
網
が
す
な
わ
ち
教
研
の
運
営
委
員
会
で
あ
る
と
の
形
を

と
っ
た
。

こ
れ
は
教
師
有
志
の
自
主
的
機
関
で
あ
っ
た
が
、
機
構
改
革
後
は
教
区
行
政
(
こ
の
時
、
宗
務
区
は
教
区
と
な
る
)

の
中
に
位
置
づ
け
ら

れ
、
旧
セ
ン
タ
ー
を
解
散
し
て
新
セ
ン
タ
ー
規
約
を
定
め
、
教
区
長
を
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て

「
近
畿
教
区
教
化
交
流
セ
ン
タ
ー
」

と
な
っ

た
。
現
在
は
こ
の
セ
ン
タ
ー
が
、
近
畿
教
研
だ
け
で
な
く
、
近
畿
会
場
の
「
教
化
学
研
究
集
会
」
 
、
「
近
畿
教
区
檀
信
徒
研
修
道
場
」
等
の

運
営
も
担
当
し
て
い
る
。

話
を
も
ど
し
て
中
央
・
全
国
的
に
は
、
毎
回
教
研
会
議
の
重
要
な
柱
と
し
て

「
教
化
交
流
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
こ
う
」

と
論
じ
ら

れ
な
が
ら
、
厚
い
壁
が
あ
り
、
実
現
は
遅
々
と
し
て
い
た
。
セ
ン
タ
ー
の
構
想
が
理
解
さ
れ
に
く
く
、
お
金
の
か
か
る
た
い
そ
う
な
も
の

と
の
先
入
観
を
持
っ
て
し
ま
う
人
が
多
い
。
ま
た
実
際
に
、
お
金
の
こ
と
は
と
も
か
く
、
有
能
な
人
材
が
い
て
も
教
研
会
議
の
開
催
に
せ

い
い
っ
ぱ
い
で
、
教
材
の
発
行
、
資
料
収
集
等
を
意
欲
的
に
進
め
て
い
く
だ
け
の
時
間
・
労
力
を
奉
仕
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
を
持
つ
こ
と
は
、

近
畿
も
含
め
か
な
り
困
難
で
あ
っ
た
し
、
現
在
も
そ
う
で
あ
る
。
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そ
の
中
で
、
教
区
セ
ン
タ
ー
で
な
く
、
ユ
ニ
ー
ク
な
管
区
教
化
セ
ン
タ
ー
が
東
京
西
部
と
三
重
県
に
生
ま
れ
、
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
ず

か
し
く
な
い
実
績
を
あ
げ
て
い
る
。
新
し
く
は
、
昭
和
五
十
八
年
、
山
梨
県
教
研
セ
ン
タ
ー
も
生
ま
れ
た
。

教
研
会
議
開
催
が
全
十
教
区
お
よ
び
管
区
に
ま
で
定
着
す
る
に
つ
れ
て
、
今
後
し
だ
い
に
、
全
国
に
セ
ン
タ
ー
網
が
結
ば
れ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
希
望
を
持
ち
た
い
。

し
か
し
何
と
い
っ
て
も
、
教
区
管
区
の
セ
ン
タ
ー
で
作
成
す
る
資
料
・
教
材
は
限
度
が
あ
り
、
全
国
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
枢
と
し
て
「
中

央
教
化
交
流
セ
ン
タ
ー
」

の
必
要
は
焦
眉
の
急
で
あ
る
。
現
宗
研
が
創
立
の
当
初
よ
り
、
そ
の
性
格
上
中
央
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
事
実
上

果
た
し
て
き
た
の
だ
が
、
あ
ら
た
め
て
昭
和
五
十
三
年
、
第
十
一
回
中
央
教
研
で

「
中
央
セ
ン
タ
ー
を
設
置
せ
よ
」

の
要
望
が
決
議
さ
れ
、

昭
和
五
十
六
年
度
第
十
四
回
中
央
教
研
で
は
、
「
中
央
教
化
資
料
セ
ン
タ
ー
を
現
宗
研
内
に
設
置
し
、
実
動
を
め
ざ
し
て
い
こ
う
」
と
決
議

さ
れ
、
少
な
く
と
も
資
料
セ
ン
タ
ー
は
現
宗
研
で
あ
り
、
教
務
・
護
法
伝
道
部
等
と
緊
密
に
連
繋
し
っ
つ
、
中
央
教
化
セ
ン
タ
ー
の
機
能

を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
合
意
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
、
現
宗
研
「
研
究
時
報
第
十
九
号
」

と
し
て

「
教
化
研
究
会

議
と
教
化
セ
ン
タ
ー
の
し
お
り
」

が
発
行
さ
れ
て
い
る
。

遠
忌
を
め
ざ
し

「
報
恩
」

に
と
り
く
む

十
宗
務
区
で
の
教
研
開
催
、
教
化
の
友
刊
行
、
教
化
セ
ン
タ
ー
設
置
運
動
に
加
え
て
、
第
七
回
教
研
「
宣
言
」

の
実
現
化
に
、
遠
忌
へ

の
と
り
く
み
が
あ
る
。
「
宣
言
」
の
翌
年
、
昭
和
五
十
年
第
八
回
中
央
教
研
で
は
、
統
一
テ
ー
マ
「
報
恩
と
教
化
活
動
」
を
中
心
に
、
基
調

報
告
「
日
蓮
聖
人
の
報
恩
精
神
と
現
代
人
の
生
き
方
」
を
カ
ナ
メ
と
し
て
、
「
宗
祖
へ
の
報
恩
と
は
」
「
宗
祖
の
報
恩
観
を
ど
の
よ
う
に
信

徒
や
社
会
に
教
化
し
て
い
く
か
」

が
真
剣
に
討
論
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
現
宗
研
は
「
現
代
宗
教
研
究
第
十
号
」

に

「
恩
の
構
造
」

の
特
集
を
組
み
、
儒
教
的
報
恩
観
で
な
く
宗
祖
の
報
恩
観
の

観
点
を
論
じ
深
め
、
こ
の

「
知
恩
報
恩
」

の
テ
ー
マ
は
六
年
間
に
わ
た
り
教
研
に
連
続
し
て
深
め
ら
れ
た
。
こ
の
現
宗
研
・
教
研
会
議
の
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生
ん
だ
「
報
恩
」
論
説
が
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
宗
務
当
局
(
五
十
一
年
よ
り
松
村
寿
顕
総
長
)
に
と
り
あ
げ
ら
れ
、
宗
門
全
体
の
遠
忌
布
教

の
基
本
テ
ー
マ
と
な
り
、
ま
た
そ
の
資
料
に
な
っ
て
い
っ
た
。

ま
た
近
畿
教
研
で
も
こ
れ
に
呼
応
し
、
「
報
恩
法
話
集
」
な
ど
の
資
料
作
成
に
進
み
、
中
央
教
研
の
資
料
と
し
て
も
使
う
等
の
資
料
の
共

同
化
を
試
み
、
そ
の
一
部
は
宗
門
の
遠
忌
教
材
に
も
転
用
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
教
研
会
議
は
、
全
国
地
域
へ
の
ひ
ろ
が
り
と
あ
い
ま
っ
て
、
宗
門
体
制
に
欠
け
て
い
た
盲
点
を
補
い
、
宗
門
の
伝
道
教
化
態

勢
を
方
向
づ
け
、
動
か
す
原
動
力
に
ま
で
成
長
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
現
宗
研
で
は
、
教
研
参
加
者
を
加
え
て
の
執
筆
で
、
昭
和
五
十
年
七
月
『
日
蓮
聖
人
の
伝
記
と
思
想
』
、
昭
和
五
十
二
年
七
月
『
日

蓮
聖
人
名
言
集
』

を
編
集
、
刊
行
し
た
。
特
に

『
名
言
集
』

は
一
一
二
名
も
の
執
筆
者
で
、
教
研
会
議
あ
っ
て
こ
そ
の
企
画
と
い
え
よ
う
。

感
動
の
第
十
二
回
報
恩
身
延
結
集

こ
れ
ま
た
第
七
回
宣
言
に
盛
ら
れ
、
か
ね
て
か
ら
の
念
願
で
あ
っ
た
「
七
百
遠
忌
御
正
当
に
先
立
ち
、
ま
ず
教
師
が
祖
廟
に
結
集
し
て

報
恩
を
誓
願
す
る
教
研
を
開
く
こ
と
」
が
実
現
し
た
。
昭
和
五
十
四
年
十
月
二
・
三
日
、
第
十
二
回
中
央
教
研
は
祖
山
身
延
を
会
場
と
し
、

「
七
百
遠
忌
身
延
教
師
結
集
大
会
」
と
し
て
、
三
二
〇
名
の
教
師
が
、
統
一
テ
ー
マ

「
七
百
遠
忌
報
恩
と
伝
道
教
団
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

-
報
恩
の
教
師
結
集
か
ら
同
信
同
行
同
学
の
教
化
実
践
へ

-
」

の
も
と
に
集
っ
た
。

今
回
は
会
議
だ
け
で
な
く
、
宿
坊
か
ら
本
山
へ
の
唱
題
行
進
、
祖
師
堂
を
黒
衣
・
木
蘭
五
条
で
埋
め
つ
く
し
た
開
会
の
第
七
百
遠
忌
報

恩
法
要
、
夜
は
御
廟
前
で
唱
題
行
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
、
と
信
行
面
で
も
感
動
の
日
程
で
あ
っ
た
。

討
議
は
近
江
幸
正
師
の
基
調
報
告
「
現
代
の
危
機
と
そ
れ
に
立
ち
向
う
伝
道
教
団
づ
く
り
」
を
ふ
ま
え
て
、
六
分
科
会
五
時
間
半
の
熱

の
こ
も
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
の
教
研
は
マ
ン
ネ
リ
打
破
、
討
議
の
具
体
現
実
化
を
め
ざ
し
、
分
野
別
部
会
制
で
各
部
会
継
続

し
て
の
討
議
を
め
ざ
し
て
い
た
の
で
、
そ
れ
の
う
か
が
え
る
六
テ
ー
マ
を
記
し
て
お
く
。
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①

寺
檀
問
題
と
教
化
活
動

②

子
弟
教
育
と
法
器
育
成

③

現
代
の
家
族
関
係
と
幼
児
、
青
少
年
教
化

④

日
蓮
聖
人
の
報
恩
精
神
と
七
百
遠
忌

⑤

日
蓮
宗
の
現
状
と
教
化
活
動
の
組
織
化

⑥

現
代
社
会
の
諸
問
題
と
教
化

大
会
の
最
後
に
は
御
廟
前
に
お
い
て
、
こ
の
分
科
会
討
議
の
内
容
を
反
映
さ
せ
た

「
大
会
宣
言
」

を
、
祖
廟
に
向
か
っ
て
朗
読
発
表
し

て
、
参
加
者
全
員
の
誓
願
と
し
た
。
報
恩
行
と
し
て
の
教
化
活
動
の
決
意
を
、
ま
ず
宗
祖
の
御
廟
に
は
っ
き
り
と
言
葉
に
出
し
て
誓
い
、

同
時
に
そ
れ
を
内
外
に
宣
言
し
、
こ
れ
か
ら
の
各
自
の
行
動
の
指
針
に
す
る
と
い
う
行
為
で
あ
っ
た
。

こ
の
宣
言
は

「
身
延
宣
言
」

と
呼
ば
れ
、
教
化
の
基
本
的
な
目
標
と
課
題
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
、
具
体
的
な
努
力
目
標
十
一
ヵ
条
を

設
定
し
た
も
の
で
、
そ
の
後
の
教
研
活
動
の
指
針
と
な
っ
て
い
る
。
十
一
ヵ
条
中
の
具
体
的
要
点
の
み
を
掲
げ
て
お
く
。

①

「
檀
信
徒
教
化
の
手
引
」

を
作
成
、
寺
院
を
求
道
教
化
の
道
場
に

②
一
貫
し
た
僧
風
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
、
修
行
学
習
の
集
い
を
自
主
的
に

③

幼
児
青
少
年
向
き
テ
キ
ス
ト
の
作
成
と
活
用

④

報
恩
・
立
正
安
国
の
宗
祖
の
教
え
を
現
代
に
弘
め
、
六
老
僧
以
来
の
先
師
顕
彰
の
活
動
を

⑤

「
現
代
宗
教
研
究
」

「
研
究
時
報
」
等
の
研
究
教
化
誌
の
充
実
と
全
教
師
配
布

⑥

七
百
遠
忌
報
恩
奉
行
の
推
進
、
遠
忌
以
降
の
組
織
体
制
を
築
く
一
歩
に

⑦

日
蓮
宗
青
年
会
の
全
国
縦
断
唱
題
行
脚
の
支
援

⑧

教
研
の
十
教
区
開
催
、
管
区
・
県
単
位
教
研
へ
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⑨

中
央
教
化
セ
ン
タ
ー
・
地
域
教
化
セ
ン
タ
ー
の
設
置

⑩

「
分
野
別
教
化
担
当
部
会
」

の
設
置
と
参
画

⑪

世
界
立
正
平
和
運
動
の
成
果
を
継
承
、
発
展
さ
せ
、
国
連
に
立
正
平
和
の
意
志
を
反
映
さ
せ
る
。

遠
忌
奉
行
の
た
だ
中
に
ポ
ス
ト
遠
忌
を

身
延
結
集
の
昭
和
五
十
四
年
度
は
前
掲
図
表
の
通
り
、
北
陸
を
除
き
九
教
区
で
教
研
会
議
が
開
か
れ
た
初
め
て
の
年
度
で
あ
っ
た
。
教

研
は
ほ
ぼ
全
国
に
広
が
り
、
中
央
教
研
の

「
報
恩
」

テ
ー
マ
は
地
域
に
も
ち
帰
ら
れ
、
各
教
研
で
遠
忌
を
め
ざ
す
報
恩
の
教
化
が
検
討
さ

れ
、
そ
れ
は
各
寺
・
各
師
の
遠
忌
奉
行
に
力
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

昭
和
五
十
六
年
遠
忌
正
当
年
は
、
遠
忌
奉
行
そ
の
も
の
に
集
中
し
て
い
る
た
め
、
教
研
会
議
を
休
止
し
た
地
域
、
あ
る
い
は
中
央
も
そ

う
だ
が
教
研
を
年
度
末
に
ず
ら
し
た
地
域
が
見
ら
れ
る
。

そ
の
遠
忌
奉
行
の
中
に
、
教
研
は
ポ
ス
ト
遠
忌
(
遠
忌
以
後
)
を
早
く
か
ら
検
討
し
て
い
く
。
遠
忌
二
年
前
の
「
身
延
宣
言
」
は
す
で
に

「
遠
忌
以
後
の
教
化
」

を
見
す
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
づ
く
遠
忌
前
・
正
・
後
の
三
年
、
第
十
三
̃
十
五
回
教
研
で
は
、
「
報
恩
」

に
代

わ
り
「
立
正
安
国
」

「
八
十
年
代
の
教
化
」

「
遠
忌
後
の
教
化
」
等
の
言
葉
が
テ
ー
マ
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
分
野
別
部
会
制
も
進
め
ら

れ
、
教
学
・
寺
檀
・
法
器
養
成
・
青
少
年
・
文
書
伝
道
・
視
聴
覚
伝
道
・
社
会
問
題
・
教
化
組
織
等
の
部
会
が
、
具
体
的
な
結
実
を
と
、

テ
キ
ス
ト
づ
く
り
や
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
。
そ
の
一
部
は

「
教
化
の
友
」

に
盛
ら
れ
、
あ
る
い
は
宗
務
院
の
伝
道
教
材
や

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
に
反
映
さ
れ
た
が
、
ほ
ん
と
う
に
教
研
の
名
に
お
い
て
ま
と
ま
っ
た
成
果
を
刊
行
す
る
ま
で
に
い
た
ら
な
い
う
ち

に
、
遠
忌
後
は
分
野
別
部
会
制
が
一
時
休
止
の
形
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
部
会
を
継
続
し
直
接
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
づ
く
り
を
す
る
か
、
あ
る
い
は
現
宗
研
が
教
研
参
加
者
の
協
力
を
得
つ
つ
そ
れ
ら
を
作
成
し
て
い
く
か
、
何
ら
か
の
検
討
が
必
要
で

あ
ろ
う
。
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遠
忌
の
た
だ
中
と
い
え
ば
、
昭
和
五
十
五
年
三
月
、
第
四
十
二
宗
会
(
松
村
総
長
、
翌
年
十
月
よ
り
塩
田
義
朗
総
長
)
は
い
わ
ゆ
る
「
機
構

改
革
」
を
可
決
し
、
現
宗
研
(
中
野
文
海
所
長
)
も
内
局
に
連
な
る
機
構
(
所
長
任
期
が
四
年
か
ら
総
長
任
期
に
準
ず
る
も
の
と
な
る
)
に
な
る

等
の
変
動
が
あ
り
、
現
宗
研
お
よ
び
教
研
会
議
の
将
来
に
つ
い
て
、
今
ま
で
の
自
主
性
を
保
て
る
か
に
一
抹
の
不
安
が
あ
っ
た
。
し
か
も

現
宗
研
ス
タ
ッ
フ
は

『
近
代
日
蓮
宗
年
表
』
刊
行
を
は
じ
め
宗
門
の
遠
忌
事
業
に
忙
殺
さ
れ
て
い
て
、
教
研
運
営
委
員
講
師
も
ま
た
教
区

管
区
自
坊
の
遠
忌
奉
行
に
活
動
中
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
数
年
、
よ
く
教
研
会
議
に
お
い
て
先
ん
じ
て

「
遠
忌
後
の
教
化
の
あ
り
方
」

を
う

ち
出
し
、
宗
門
に
反
映
し
て
、
遠
忌
後
の
宗
門
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
立
正
安
国
」

と

「
宗
徒
総
弘
通
」

を
導
き
出
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。

教
化
学
研
究
集
会
は
じ
ま
る

ポ
ス
ト
遠
忌
の
教
研
活
動
と
し
て
、
ま
ず
「
教
化
学
研
究
集
会
」

の
開
催
が
あ
る
。
教
研
会
議
で
は
、
参
加
者
全
員
が
で
き
る
だ
け
発

言
交
流
し
、
討
議
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
が
、
教
化
学
研
究
集
会
は
そ
れ
を
補
っ
て
、
一
つ
一
つ
の
教
化
事
項
を
、
体
験
・
研
究
を
通
じ

て
も
う
少
し
ま
と
ま
っ
た
形
で
数
人
が
発
表
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
た
。
教
化
学
の
体
系
化
を
め
ざ
す
も
の
で
も
あ
る
。

昭
和
五
十
七
年
六
月
、
現
宗
研
は
第
一
回
を
宗
務
院
で
開
い
た
。
こ
れ
も
ま
た
中
央
の
み
で
は
地
方
教
師
が
参
加
し
に
く
い
の
で
、
全

国
へ
ひ
ろ
げ
て
い
く
方
針
で
、
翌
五
十
八
年
度
(
現
宗
研
は
宮
崎
英
修
所
長
)

は
第
二
回
宗
務
院
、
第
三
回
を
近
畿
会
場

(
大
阪
)

で
開
い

た
。
ひ
き
つ
づ
き
毎
年
、
中
央
・
近
畿
二
カ
所
で
開
催
を
つ
づ
け
て
い
る
。
内
容
は

「
現
代
宗
教
研
究
」

に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
好
評

で
あ
る
。

教
研
の
成
果
総
ま
と
め

-
お
題
目
総
弘
通
運
動
-

昭
和
五
十
八
年
、
第
十
六
回
中
央
教
研
は
再
び
身
延
を
会
場
と
す
る
教
師
大
会
と
し
て
開
か
れ
、
分
野
別
問
題
を
四
テ
ー
マ
に
し
ぼ
り
、
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全
員
が
四
テ
ー
マ
と
も
討
議
す
る
分
散
会
方
式
を
と
っ
た
。
広
く
浅
く
の
感
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
が
、
教
師
大
会
と
し
て
問
題
の
所
在
を
全

体
と
し
て
認
識
す
る
意
義
が
あ
り
、
そ
れ
な
り
の
深
ま
り
も
あ
っ
た
。
の
ち
の
「
お
題
目
総
弘
通
運
動
十
八
年
計
画
」
の
骨
子
と
な
る
「
布

教
年
次
計
画
の
概
要

(
石
川
試
案
)
」

が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

翌
五
十
九
年
、
第
十
七
回
中
央
教
研
は
分
野
別
討
議
を
保
留
し
て
、
テ
ー
マ
を
「
信
行
会
」
一
本
に
し
ぼ
り
、
統
一
テ
ー
マ

「
生
き
生

き
と
し
た
信
行
会
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
語
り
あ
お
う
」

の
も
と
、
一
力
寺
一
信
行
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
多
く
の
信
行
会
が
持
つ

停
帯
・
マ
ン
ネ
リ
化
・
高
齢
化
等
の
問
題
点
も
含
め
て
討
議
さ
れ
た
。

「
宗
徒
総
弘
通
」

へ
活
性
化
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
足
も
と
の
各
寺
の
檀
信
徒
教
化
の
信
行
会
を
見
な
お
し
、
足
も
と
を
固
め
る
必
要

が
あ
る
、
そ
こ
か
ら
外
へ
大
き
く
ひ
ろ
が
っ
て
い
こ
う
、
と
の
方
針
で
あ
っ
た
。

昭
和
六
十
年
三
月
、
第
五
十
四
宗
会
に
遠
藤
日
護
宗
務
総
長
は
、
詳
細
な
三
期
十
八
年
計
画
を
伴
な
う
「
お
題
目
総
弘
通
運
動
」

を
提

唱
し
承
認
さ
れ
た
。

半
年
後
の
第
十
八
回
中
央
教
研
は
、
統
一
テ
ー
マ

「
生
き
生
き
と
し
た
信
行
会
づ
く
り
を
通
し
て
、
お
題
目
の
輪
を
ひ
ろ
げ
る
運
動
に
、

み
ん
な
で
と
り
く
も
う
」

の
も
と
、
こ
の

「
お
題
目
総
弘
通
運
動
」

の
進
め
方
、
特
に
信
行
会
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
の
で
あ
る

が
、
石
川
教
張
現
宗
研
主
任
の
基
礎
報
告
に
あ
る
よ
う
に
、
「
お
題
目
総
弘
通
運
動
は
、
中
央
・
教
区
で
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
教
研
会
議

の
成
果
を
反
映
し
、
護
法
伝
道
部
・
教
務
部
と
の
提
携
に
よ
り
現
宗
研
を
中
心
に
立
案
し
た
も
の
で
あ
る
」
 
。

宗
門
の
過
去
に
例
の
な
い
十
八
年
計
画
と
い
う
未
来
へ
の
展
望
は
、
じ
つ
は
過
去
十
八
年
の
教
研
活
動
の
中
で
検
討
さ
れ
て
き
た
も
の

の
集
大
成
で
あ
っ
た
。
教
研
十
八
年
の
総
括
が
、
二
〇
〇
二
年
(
立
教
開
宗
七
五
〇
年
)
を
め
ざ
す
宗
門
の
十
八
年
運
動
計
画
に
結
実
し
て

い
る
こ
と
に
、
教
研
の
果
た
し
た
意
義
が
象
徴
さ
れ
て
い
よ
う
。

し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
問
題
は
多
い
。
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
も
り
こ
ん
だ
こ
の
計
画
書
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
絵
に
か
い
た
餅
に
す
ぎ
な
い
。

教
研
十
八
年
の
苦
闘
は
、
現
代
の
教
化
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、
方
向
を
見
す
え
る
だ
け
の
こ
と
で
な
く
、
い
か
に
そ
れ
を
具
体
的
活
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動
と
し
て
実
現
し
て
い
く
か
に
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
今
後
も
ま
た
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
「
足
も
と
」
の
信
行
活
動
、
唱
題
を
す
す
め
る

運
動
の
大
切
さ
は
諭
を
ま
た
な
い
が
、
宗
門
全
体
の
教
化
組
織
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
、
核
廃
絶
を
は
じ
め
と
す
る
立
正
平
和
運
動
な

ど
の
現
代
社
会
へ
の
立
ち
向
か
い

(
社
会
諌
暁
、
未
信
徒
教
化
)

が
第
三
段
階
の
あ
と
ま
わ
し
の
よ
う
に
錯
覚
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
教
研

会
議
の
責
任
は
、
ま
す
ま
す
重
く
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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